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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 22日 (2007.10.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 芯 線 の 一 部 が 露 出 す る よ

該 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま の 第 １ の 電 鋳 管 に 、 第 ２ 次 電 鋳 を 施 し て 、 第 ２ の 電 鋳 管 を 形 成
し 、 第 ２ の 電 鋳 管 か ら 芯 線 及 び 第 １ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く こ と を 特 徴 と す る 超
精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の 電 鋳 管 に お い て が ３ ０ 度 以 下 こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く 前 に 、 先 端 部 分 を テ ー パ ー 状 に 加 工
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ２ 次 電 鋳 前 に 、 芯 線 及 び 第 １ の 電 鋳 管 に メ ッ キ を 施 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 項 １ 乃 至

の い ず れ か 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ２ 次 電 鋳 後 に 、 第 ２ の 電 鋳 管 に メ ッ キ を 施 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 項 １ 乃 至 の い ず
れ か 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 耐 薬 品 性 ・ 耐 腐 食 性 ・ 伝 導 性 に 優 れ た 金 、 銀 、 パ ラ ジ ュ ー ム 等 の 金 属 で メ ッ キ す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 外 径 ・ 内 径 の 大 き い 電 鋳 管 と 外 径 ・ 内 径 の 小 さ い 電 鋳 管 と を 、 各 中 空 部 の 中 心 軸 が 略 同
一 軸 上 と な る よ う 接 合 さ れ た ノ ズ ル で あ っ て 、 先 端 部 分 の 内 径 が １ μ ｍ 以 上 、 肉 厚 が ５ μ
ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 精 細 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ８ 】

電 鋳 で 形 成 さ れ 、 端 部 が テ ー パ ー 状 で あ っ て 、 当 該 端 部 で う 、
当

当 該 前 記 前 記

端 部 の テ ー パ ー 状 の テ ー パ ー 角 と し た
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　 小 さ い 電 鋳 管 の 先 端 部 分 が ス ト レ ー ト 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 超
精 細 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
　 大 き い 電 鋳 管 と 小 さ い 電 鋳 管 と の 接 合 部 分 は 、 外 径 及 び 内 径 共 に 緩 や か な テ ー パ ー 状 に
形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 形 成 さ れ た テ ー パ ー 状 の 角 度 が 、 ３ ０ 度 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 超
精 細 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 内 面 又 は ／ 及 び 外 面 に メ ッ キ が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 乃 至 １ の い ず
れ か 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 施 さ れ て い る メ ッ キ が 、 耐 薬 品 性 ・ 耐 腐 食 性 ・ 伝 導 性 に 優 れ た 金 、 銀 、 パ ラ ジ ュ ー ム 等
の 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　 電 鋳 で 形 成 し た 、 一 方 の 先 端 部 が テ ー パ ー 状 の 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 に 、 電 鋳 で 形 成 し
た 、 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と 近 似 値 の 外 径 を 持 つ 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま で 、 先 端 部 が テ ー
パ ー 状 の 第 ２ の 電 鋳 管 の ス ト レ ー ト 部 分 の 一 部 を 挿 入 し て 接 合 し て ２ 次 電 鋳 を 施

し 、 ２ 次 電 鋳 後 に 芯 線 又 は 芯 線 及 び 第 ２ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く こ と を 特 徴 と
す る 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 芯 線 を 引 き 抜 く 前 に 、 第 ２ の 電 鋳 管 の 接 合 部 と は 反 対 側 の 端 部 を
テ ー パ ー 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 芯 線 を 引 き 抜 く 前 に 、 耐 薬 品 性 ・ 耐 腐 食 性 ・ 伝 導 性 に 優 れ た 金 、 銀 、 パ ラ ジ ュ ー ム 等 の
金 属 で 外 面 を メ ッ キ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 超 精 細 ノ
ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 第 １ の 電 鋳 管 及 び 第 ２ の 電 鋳 管 の 内 面 に 、 予 め 耐 薬 品 性 ・ 耐 腐 食 性 ・ 伝 導 性 に 優 れ た 金
、 銀 、 パ ラ ジ ュ ー ム 等 の 金 属 で メ ッ キ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ６ の
い ず れ か 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 太 さ の 径 の 先 端 部 が ３ ０ 度 以 下 の テ ー パ ー 状 で ５ ０ μ ｍ の 差 の 太
さ の ス ト レ ー ト 部 分 を 有 し て い る 形 状 の 芯 線 に 、 電 鋳 を 施 し て 当 該 芯 線 を 引 き 抜 く こ と を
特 徴 と す る 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 芯 線 を 引 き 抜 く 前 に 、 先 端 部 分 を テ ー パ ー 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の
超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 芯 線 を 引 き 抜 く 前 に 、 耐 薬 品 性 ・ 耐 腐 食 性 ・ 伝 導 性 に 優 れ た 金 、 銀 、 パ ラ ジ ュ ー ム 等 の
金 属 で 外 面 を メ ッ キ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 又 は １ ９ 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 電 鋳 で 形 成 さ れ た 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 に 、 電 鋳 で 形 成 さ れ た 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と
近 似 値 の 外 径 を 持 つ 第 ２ の 電 鋳 管 を 一 部 挿 入 し て 接 合 し 、 接 合 部 分 を 接 着 剤 又 は メ ッ キ で
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電 鋳 で 形 成 し た 、 一 方 の 先 端 部 が テ ー パ ー 状 の 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 に 、 電 鋳 で 形 成 し
た 、 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と 近 似 値 の 外 径 を 持 つ 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま の 第 ２ の 電 鋳 管 の
一 部 を 挿 入 し て 接 合 し て ２ 次 電 鋳 を 施 し て 第 ３ の 電 鋳 管 を 形 成 し 、 ２ 次 電 鋳 後 に 前 記 第 ３
の 電 鋳 管 か ら 芯 線 を 引 き 抜 く こ と を 特 徴 と す る 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。

し て 第 ３
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３



接 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 電 鋳 で 形 成 し 、 ハ ン ダ メ ッ キ し た 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 に 、 電 鋳 で 形 成 し 、 ハ ン ダ メ ッ
キ し た 、 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と 近 似 値 の 外 径 を 持 つ 第 ２ の 電 鋳 管 の 一 部 を 挿 入 し て 接 合
し 、 高 温 で 溶 か す こ と で 第 １ の 電 鋳 管 と 第 ２ の 電 鋳 管 と を 接 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超
精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 接 着 後 に 、 第 ２ の 電 鋳 管 に お け る 接 合 部 と は 反 対 側 の 端 部 を テ ー パ ー 加 工 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ １ 又 は ２ ２ 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 接 着 後 に 、 耐 薬 品 性 ・ 耐 腐 食 性 ・ 伝 導 性 に 優 れ た 金 、 銀 、 パ ラ ジ ュ ー ム 等 の 金 属 で 外 面
を メ ッ キ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 乃 至 ２ ３ の い ず れ か 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 第 １ の 電 鋳 管 及 び 第 ２ の 電 鋳 管 の 内 面 に 、 予 め 耐 薬 品 性 ・ 耐 腐 食 性 ・ 伝 導 性 に 優 れ た 金
、 銀 、 パ ラ ジ ュ ー ム 等 の 金 属 で メ ッ キ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 乃 至 ２ ４ の
い ず れ か 記 載 の 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 従 来 例 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 に お い て 、

芯 線 の 一 部 が 露 出 す る よ 該
芯 線 を 取 り 付 け た ま ま の 第 １ の 電 鋳 管 に 、 第 ２ 次 電 鋳 を 施 し て 、 第 ２ の 電 鋳 管 を 形 成 し 、

第 ２ の 電 鋳 管 か ら 芯 線 及 び 第 １ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 第 １ の 電 鋳 管 に お い て

が ３ ０ 度 以 下 こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 第 １ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く 前 に 、

先 端 部 分 を テ ー パ ー 状 に 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　

　 本 発 明 は 、 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 一 方 の 先 端 部 が テ ー パ
ー 状 の 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 に 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と 近 似 値 の 外 径
を 持 つ 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま で 、 先 端 部 が テ ー パ ー 状 の 第 ２ の 電 鋳 管 の ス ト レ ー ト 部 分 の
一 部 を 挿 入 し て 接 合 し て ２ 次 電 鋳 を 施 し 、 ２ 次 電 鋳 後 に 芯 線 又 は
芯 線 及 び 第 ２ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 芯 線 を 引 き 抜 く 前 に 、

第 ２ の 電 鋳 管 の 接 合 部 と は 反 対 側 の 端 部 を テ ー パ ー 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 芯 線 の 一 部
が 露 出 す る よ 該 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま の 第 １ の 電 鋳 管 に 、 第 ２ 次 電 鋳 を 施 し て 、 第
２ の 電 鋳 管 を 形 成 し 、 第 ２ の 電 鋳 管 か ら 芯 線 及 び 第 １ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く 超
精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 と し て い る の で 、 内 ・ 外 径 の 異 な る ノ ズ ル を 一 体 に 容 易 に 形 成 で き
、 先 端 部 分 の ス ト レ ー ト 部 に よ っ て 小 さ な 所 、 溝 や 深 さ が あ る 所 へ 滴 下 し 易
く で き る 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 電 鋳 管 を 引 き 抜 く 前 に 、 先 端 部 分 を
テ ー パ ー 状 に 加 工 す る 上 記 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 と し て い る の で 、 ノ ズ ル の 先 端 部 の 肉
厚 を 薄 く で き 、 液 の 一 滴 量 を 少 量 と し て 吐 出 量 の 制 御 を 容 易 に で き る 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 電 鋳 管 に お い て が ３ ０ 度 以 下
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本 発 明 は 、 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 一 方 の 先 端 部 が テ ー パ
ー 状 の 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 に 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と 近 似 値 の 外 径
を 持 つ 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま の 第 ２ の 電 鋳 管 の 一 部 を 挿 入 し て 接 合 し て ２ 次 電 鋳 を 施 し て
第 ３ の 電 鋳 管 を 形 成 し 、 ２ 次 電 鋳 後 に 前 記 第 ３ の 電 鋳 管 か ら 芯 線 を 引 き 抜 く こ と を 特 徴 と
す る 。

し て 第 ３ の 電 鋳 管 を 形 成

第 ３ の 電 鋳 管
に お い て

電 鋳 で 形 成 さ れ 、 端 部 が テ ー パ ー 状 で あ っ て 、 当 該 端 部 で
う 、 当

当 該 前 記 前 記

と テ ー パ ー 部
、 液 量 が 少 し ず つ 制 御 さ れ て 先 端 部 分 が 細 く て も 液 を 出 や す く で き

第 ２ の 電 鋳 管 に お け る 細 い

端 部 の テ ー パ ー 状 の テ ー パ ー 角 と



上 記 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 と し て い る の で 、 第 ２ の 電 鋳 管 と な る 電 着 物 の 付 着 を よ
く す る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　

　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 一 方 の 先 端 部 が テ ー パ ー 状 の 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部
に 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と 近 似 値 の 外 径 を 持 つ 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま
で 、 先 端 部 が テ ー パ ー 状 の 第 ２ の 電 鋳 管 の ス ト レ ー ト 部 分 の 一 部 を 挿 入 し て 接 合 し て ２ 次
電 鋳 を 施 し 、 ２ 次 電 鋳 後 に 芯 線 又 は 芯 線 及 び 第 ２ の 電 鋳 管 を 引 き
抜 く 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 と し て い る の で 、 内 ・ 外 径 の 異 な る ノ ズ ル を 容 易 に 形 成 で き
、 先 端 部 分 の ス ト レ ー ト 部 と テ ー パ ー 部 に よ っ て 小 さ な 所 、 溝 や 深 さ が あ る 所 へ 滴 下 し 易
く で き 、 液 量 が 少 し ず つ 制 御 さ れ て 先 端 部 分 が 細 く て も 液 を 出 や す く で き る 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 芯 線 を 引 き 抜 く 前 に 、 第 ２ の 電 鋳 管 の 接 合 部 と
は 反 対 側 の 端 部 を テ ー パ ー 加 工 す る 上 記 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 と し て い る の で 、 先 端 部
の 肉 厚 を 薄 く で き 、 液 の 一 滴 量 が 少 量 に な る た め 吐 出 量 を 制 御 し 易 く で き る 効 果 が あ る 。
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し た

本 発 明 に よ れ ば 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 一 方 の 先 端 部 が テ ー パ ー 状 の 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部
に 、 電 鋳 で 形 成 し た 、 第 １ の 電 鋳 管 の 中 空 部 と 近 似 値 の 外 径 を 持 つ 芯 線 を 取 り 付 け た ま ま
の 第 ２ の 電 鋳 管 の 一 部 を 挿 入 し て 接 合 し て ２ 次 電 鋳 を 施 し て 第 ３ の 電 鋳 管 を 形 成 し 、 ２ 次
電 鋳 後 に 前 記 第 ３ の 電 鋳 管 か ら 芯 線 を 引 き 抜 く 超 精 細 ノ ズ ル の 製 造 方 法 と し て い る の で 、
内 ・ 外 径 の 異 な る ノ ズ ル を 容 易 に 形 成 で き 、 先 端 部 分 の ス ト レ ー ト 部 と テ ー パ ー 部 に よ っ
て 小 さ な 所 、 溝 や 深 さ が あ る 所 へ 滴 下 し 易 く で き 、 液 量 が 少 し ず つ 制 御 さ れ て 先 端 部 分 が
細 く て も 液 を 出 や す く で き る 効 果 が あ る 。

し て 第 ３ の 電 鋳 管 を 形 成

第 ３ の 電 鋳 管 に お い て


	header
	written-amendment

